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1. 開発の概要 

自己診断材料とそれを用いた計測システムの実用化を目標に，診断材料の改良と計測システムの開

発を継続的に実施している．本年度は特に，実用化の課題である診断材料の性能のばらつき低減のた

め，材料の仕様，配合の最適化を図り，その条件に適したライン製造法の改良を実施し，製造技術の

確立を図った． 

 

2. 今年度の主な成果 

JFCC 殿での合成条件の検討結果に基づき，AGC マテックス殿の工場において製造ラインを組み立

て，材料製造を実施した．合成条件の検討とライン試作は並行して行い，バッチ製作の結果をライン

製造条件に反映し，またライン製造の結果をフィートバックしながら試作を繰り返した．ライン試作

は 8 月から 12 月まで 5 回行い，最終的な製造条件を設定できた． 

これまでの試作の結果から，センサとしての性能上求められる合成条件と，FRP 材の引き抜き成型

に求められる材料特性の両立が課題となることが分かった．樹脂中で繊維が均一に分散し，型への樹

脂の含浸が十分となるような工夫が求められ，樹脂含浸前・含浸中の繊維の開繊工程の組み込み，含

浸槽の改良，硬化温度の最適化などの様々な方策を実施した結果，材料の形状や表面性状の安定化が

可能となった．さらに，ガラスバルーンを添加して擬似的に繊維含有率を上げる方法を採用し，実験

室での製造と同等の性能を有する材料を工場ラインで製作することが可能となった． 
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図 1 引き抜き成型による製造ラインの改良 
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